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要約：この論文はラクダミルクの医学的利益のほとんどを網羅しています。	それは牛乳よりは

るかに良く、その内容と特性のほとんどは母親の牛乳のそれに似ています。	それは低脂肪を持

っていて、インシュリンのようなそして保護タンパク質を持っていて、そして主要な炭水化物

としてラクトースを持っています。	それは糖尿病、自閉症、下痢のような多くの病気の治療に

使用することができます、それは抗腫瘍特性を持ち、そして強力な免疫系成分は病気と戦うの

を助けます。	これらの資質のおかげで、遊牧民やベドウィンによって古くから利用されてきま

した。	

	

はじめに	

何世紀にもわたり、ラクダ（Camelus	dromadarium）ミルクは、母乳に非常に近く、牛乳よりも

優れているため、遊牧民の間で薬用として使用されています。それは山羊乳にもっと似ていま

す。それは甘い鋭い味で不透明ですが時々それは塩味である場合もあります。密度は 1.026〜

1.035、pH は 6.2〜6.5 で、どちらも牛乳よりも低くなっています。それは少し酸っぱく、牛乳

に比べて冷蔵せずに長く保つことができます。ラクダの乳の生産量は 1 日当たり 17〜26 リット

ルの範囲であることがわかっています[1]。乳量は品種、泌乳段階、管理条件および飼料によっ

て異なります。水が不足しているとき、ラクダは暑い季節に希釈された乳を生産します[2]。そ

れは他の動物の乳とは異なる独特の構成をしています。低脂肪、コレステロール、乳糖が含ま

れています[3、4]。それはまた牛乳と比較してより高いミネラル（カルシウム、鉄、マグネシ

ウム、銅、亜鉛およびカリウム）およびビタミン A、B2、E および C を含み、それは牛乳中に存

在する人間のアレルギーの主な原因のベータラクトグロブリン及びベータカゼインを含みませ

ん	[5]。さらに、ラクダミルクにはさまざまな保護タンパク質、主に抗菌性、抗ウイルス性、

および免疫学的特性を発揮する酵素が含まれています[6]。これらには、免疫グロブリン、リゾ

チーム、ラクトフェリン、ラクトペルオキシダーゼ、N-アセチル	-	グルコサミニダーゼ（NAGase）、

及びペプチドグリカン認識タンパク質（PGRP）[5]が含まれます。これらは食物アレルギーの予

防と免疫システムの回復に欠かせません[7]。牛乳に対するアレルギーを患っている人にとって、

ラクダのミルクは代替手段です。これらすべての効果について、現在、いくつかの病状の治療

に広く使用されています。ラクダミルクのもう一つの良い品質は、脱水状態のラクダのミルク

が塩分と水分を多く含み、その栄養価も同じままであるということです。研究は脱水の乳を示

しています。	

ラクダはナトリウム、カリウム、リン、塩化物の濃度が増加していますが、カルシウムとマグ



ネシウムは減少しています。含水ラクダのミルクと比較して、水の濃度が増加しました[8]。	

	

2.キャメルミルクの組成と成分	

ラクダミルクの最も重要な成分は水分含有量であり、これは約 84-90％です[9]。	他の要因と共

にミネラルは主要な内容です。	ラクダミルクのミネラル組成は図 1 にまとめられています。	

	

図 1。	ラクダミルクのミネラル組成（mg	/	100g）（Na	=	35.5;	

Mg	=	16;	Fe	=	60;	Mn	=	0.1;	Cu	=	2.9;	Zn	=	125;	Ca	=	132;	K	=	60 および P	=	58）[10、

11]	]	

	

2.1、	脂肪	

乳脂肪はエネルギー源として働き、脂溶性ビタミンの溶媒として働き、そして必須脂肪酸を提

供する。	ラクダミルクは、主に多価不飽和脂肪酸とオメガ脂肪からなる脂肪を 2％しか含んで

いません。	これらの脂肪は完全に均質化されているため、乳汁中に微小球として現れます。	ミ

ルクの白い色はこれらの小球の存在によるものです。	放置すると、ラクダのミルククリームは、

牛乳よりも短時間で完全にクリーム化されず、短鎖脂肪酸の含有量が少なくなります[2]。	

	

2.2、	シュガー	

乳の主要な炭水化物画分は乳糖です。	乳汁中に存在する乳糖は、ヒト酵素ラクターゼによって

容易に消化され、そしてヒトにおいて乳糖不耐症の徴候を生じない。	それは 4.8〜5.8％の範囲

であり[2]、この値は授乳中ずっと一定です。	

	

2.3、	タンパク質	

ラクダミルクにはアレルゲンは含まれていません。	インスリンはラクダミルクタンパク質の一

つです。	ラクダミルクには、体を健康に保ついくつかの保護タンパク質が含まれています。	ラ

クダのミルク中のカゼインとホエータンパク質はそれぞれ 72-76％と 22-28％の間です[2]。	そ

れらは強い抗菌性、抗ウイルス性および抗真菌性物質と免疫グロブリンから成ります[12]。プ

ロテインプロテクターの中にはいくつかの組織修復物質もあります。	



キャメルミルクには、以下の免疫タンパク質が大量に含まれています	

	

２.３.１、	ペプチドグリカン認識タンパク質	

PGRP はラクダミルクに非常に多いです。	それは宿主の免疫反応を刺激し、そして強力な抗菌活

性を有する。	研究では乳がんにも影響があるようです。	[13]	

	

２.３.２、	ラクトフェリン	

ラクダミルク中の保護タンパク質の中には、ラクトフェリンがあり、これはインビトロで結腸

癌の増殖を阻害するその能力およびＤＮＡ損傷の修復について試験された［１４］。	それは鉄

と結合することができ抗酸化特性を持ちます。	これは、胃がんや結腸がんの治癒を説明してい

ます。	ラクトフェリンはラクダミルク中でより高濃度であり、したがって微生物の過剰増殖お

よび侵入する病原体を防ぐ。	[13]ラクトペルオキシダーゼ：ラクトペルオキシダーゼは、大腸

菌、サルモネラ菌、緑膿菌などのグラム陰性菌に対して殺菌活性を持ち、抗腫瘍活性を持って

います。	

	

2.３.３、	リゾチーム	

それはグラム陽性菌を標的とする自然免疫系の一部である酵素です。	人乳中に同様の量で見出

されるＮ－アセチル	-	ベータ－Ｄ－グルコサミダーゼ（ＮＡＧａｓｅ）は抗菌活性を有する。	

[13]	

	

2.4、ビタミンと電解質	

最も重要なビタミンはビタミン C で、カルシウムと鉄は最も重要な電解質です。骨粗鬆症の場

合のカルシウム吸収のための十二指腸酸の必要性は急速に胃を通過するラクダミルクによって

満たされ、絶えず分泌されている酸とビタミン C（アスコルビン酸）は骨に吸収されカルシウム

の蓄積量を増加させる 15]。	

	

3.	治療病におけるラクダミルクの潜在的効果	

3.1、糖尿病	

ラクダミルクにはインスリンに似たタンパク質が含まれています。これは有益であることが示

されています[7、16]。糖尿病は、細胞表面上のインスリン受容体の機能不全によって引き起こ

される。ラクダミルクには組織修復タンパク質が含まれているので、問題は解決しました。イ

ンスリンはラクダミルクタンパク質の 1 つであり、ラクダミルクはチーズを形成しないため、

ミルクは胃を素早く腸に通過させます。したがって、インスリンは破壊されたり凝固したりす



ることはなく、血中に急速に吸収され、そこで血糖が低下します[7]。それは 2 型糖尿病患者の

感情的な血糖と脂質のプロファイルです[17]	

	

3.2、	アレルギー	

多くの子供と大人は食物アレルギーに苦しんでいます。	ラクダミルクにはアレルゲンが含まれ

ておらず、免疫システムが回復しているので、子供たちはアレルギーから回復します。	ある研

究によると、ラクダミルクを使用することによって、子供たちは副作用なしにアレルギーから

回復しました。	事実、研究者らは、伝統的な治療法と比較した場合、結果は壮観であると述べ

た[18]。	ラクダミルク中の病気と戦う免疫グロブリンは、アレルギー症状を軽減するのに重要

な役割を果たすと考えられていました[19]。	

ラクダミルクは、その小さいサイズのナノボディに加えて、炎症抑制タンパク質、および低ア

レルギー性、食物アレルギーの治療においてその潜在的な効果を証明した。	

	

カゼイン分子は実際にはミセルであり、ラクダミセルは牛乳や人乳のものよりサイズが大きい

（15	nm）ことがわかっています[12]。	したがって、自閉症の子供には反応せず、ミルクやカ

ゼインに対して最も敏感なアレルギーを持つ子供にも非アレルギー性です。ラクダミルクは他

のミルクよりも低いｐＨを有するので、胃に入ってもカゼインミセルはカゼインとホエーに分

解せず、従ってカソモルフィンを生成しない。	牛乳の摂取からのカソモルフィンの生成は自閉

症の一般的な問題であり、自閉症の症状を悪化させます。ラクダのミルクは、羊乳に特異的に

アレルギーのある子供からの循環 IgE は認識されませんでした。	

	

3.3、免疫の利点	

ラクダミルクに含まれる強力な免疫システム成分が病気と闘うのに役立つかもしれません。お

そらく、ラクダミルクに含まれる小さいサイズの免疫グロブリン、または抗体は、免疫系によ

る破壊のために抗原と呼ばれる外来疾患を引き起こす物質の容易な標的化および浸透を可能に

する。クローン病や多発性硬化症などの自己免疫システム障害を持つ人々は、自分の体組織を

攻撃する免疫システムを持っています。自己免疫疾患の伝統的な治療法は免疫系を抑制します

が、ラクダミルクはそれを高めることによってこれらの疾患に利益をもたらします。単一ドメ

インとしてのカメルミルクナノボディは、感染と免疫において多くの有望で治療的効力を示し

ます[20]。	

さらに、ラクダミルクは驚くべき免疫プロファイルを持っています。ラクダミルクに含まれる

免疫グロブリン（Ig）と保護タンパク質は、ラクダミルクの驚くべき感染撲滅と根絶能力に貢

献します。ラクダのＩｇは、ヒトのＩｇができなかった組織および細胞に侵入することができ



る。したがって、彼らは腎臓や細胞内に侵入することができ、そこで細菌やウイルスなどの感

染性物質の酵素活性を完全に中和することもできます[13]。	

	

3.4、自閉症	

	ラクダミルクは、その小さいサイズのナノボディに加えて、その炎症抑制タンパク質、および

低アレルギー性のために、食物アレルギーの治療においてその潜在的な効果を証明した。	

自閉症スペクトラム障害（ASD）は、3 歳より前に発症する重度の神経発達障害です[21、22]。

それは、社会的志向、コミュニケーション、および反復行動における障害によって特徴付けら

れます[23、24]。行動障害に加えて、ASD は高罹患率と関連している	

自己免疫疾患[25、26]、胃腸疾患および嚥下障害[27]、および精神遅滞[28]。	

病因と病理学はあまり理解されていないが、自閉症に影響を与えるとされるさまざまな要因、

例えば免疫要因、環境要因、神経化学的要因および遺伝的要因[6]が示唆されている。	

広範な研究は、酸化ストレスがアルツハイマー病、ダウン症候群、パーキンソン病、統合失調

症、双極性障害、および自閉症のようないくつかの神経疾患の病理学において重要な役割を果

たすことを証明しました[6]。	

酸化ストレスは、活性酸素種（ROS）レベルが細胞の抗酸化能力を超えると発生します。それは

脳損傷、脳卒中、および神経変性疾患においてメディエータとして作用し[29、30]、したがっ

て、ROS 産生の制御は生理的細胞機能に必要である。細胞内の ROS は抗酸化防御メカニズムによ

って中和されます。スーパーオキシドジスムターゼ（ＳＯＤ）、カタラーゼ、およびグルタチオ

ンペルオキシダーゼ（ＧＳＨ	−	Ｐｘ）酵素を含む［３１］。中枢性（脳内）および末梢性（血

漿中）の両方で ROS の産生が増加すると、自閉症の病理学およびアポトーシスにつながる脳細

胞数の減少がもたらされる可能性がある。	

自閉症における牛乳の病理と作用機序	-	低血漿抗酸化酵素、GSH-Px と SOD	[5]が報告されてい

ます。低レベルの抗酸化酵素は、抗酸化防御機構の障害による酸化ストレスに対する脆弱性の

増加を示し、それは自閉症の病因に重要な役割を果たす可能性があるフリーラジカルの有害な

効果をもたらす。	さらに、自閉症者における酸化ストレスの増加は、GSH、ビタミン E、C など

の非酵素的抗酸化物質のレベルの低下を引き起こし[33]、それが代謝経路の障害を引き起こし、

自閉症で発生する発達遅滞の一因となる可能性があります。	これは微量栄養素の補給によって

修正できます。これは微量栄養素の補給によって修正できます。	さらに、ASD 患者における血

漿中グルタチオンおよびシステイン濃度の低下が記録されています[34、35]。	

カゼインおよびグルテンを含まない食事が、おそらく過剰な中枢性オピオイド効果を減らすこ

とによって自閉症行動を改善すると報告されているように、ラクダミルクは ASD の臨床転帰を

改善すると報告されています。	



グルタチオンは、最も重要な細胞内抗酸化物質の 1 つであり、正常な細胞機能と生存能力に不

可欠な細胞内微小環境の減少を維持する役割を果たします。それはまた、神経保護作用を発揮

し、神経障害を軽減し、それゆえ酸化ストレスを軽減します[6]。	

本研究の結果は、ラクダミルク摂取後の GSH レベルの有意な増加を示しています。これはラク

ダミルクの抗酸化栄養素成分に起因する可能性があります。マグネシウムは酸化ストレスを減

らし、ビタミン E と C の吸収を高めることが知られています[25]が、亜鉛は総グルタチオン、

GSHPx、そして SOD レベルを増加させます。さらに、ビタミン E はグルタチオンレベルを高める

と示唆されています。まとめると、ラクダミルク中の高レベルの Mg と Zn、およびビタミン E は、

グルタチオンの生産と酵素の生産を増加させるのに役立つ可能性があります。	

自閉症者の酸化ストレスを軽減する[6]。	

腫瘍壊死因子αなどのサイトカインと共に、単球走化性タンパク質-1 および胸腺および活性化

制御ケモカイン（TARC）などの炎症性ケモカインは、乳児の臨界期における脳内で一貫して上

昇した[25]。	発達、免疫調節異常はケモカインおよびサイトカインなどの免疫調節分子の放出

をもたらし、神経発達および神経機能の変化を招く可能性がある[36]	[37]。調節サイトカイン、

トランスフォーミング増殖因子 β1 のレベルの低下	（TGF-β1）は、自閉症の子供たちにおい

て、適応行動の異常調節と自己免疫反応の素因に寄与していましたが、これはラクダミルクに

よってもたらされています[38]。	

簡単に言うと、2 つの牛乳タンパク質カゼインとラクトグロブリンからアミノ酸への生理学的分

解は異常であり、強力なオピオイド、カソモルフィンを形成します。	オピオイドの形成が脳の

症状を引き起こしますが、それが何年にもわたって続けられると最終的に永久的な脳の損傷を

引き起こすので、幼児期に自閉症を治癒する機会を作りましょう。牛乳のカゼインは、オピオ

イドを生産するから、症状を軽減するために牛乳とその製品を食事から完全に除去する。症状

は取り除かれますが、子供はまだ病気です。	ラクダミルクには、オピオイドの形成に関与する

2 つのカゼインが含まれておらず、免疫システムを回復させるので、自閉症を治癒することがで

きます[21]。	

	

3.5、	クローン病	

科学的な証拠によると、これは主に自己免疫疾患ではなく、牛のヨーネ病によって引き起こさ

れる細菌感染症であり、細菌は MAP（Mycobacterium	avium	paratuberculosis）です。	これら

の牛の症状はクローン病患者の症状と同じです。	MAP は牛乳に移行し、低温殺菌によって破壊

されないことが証明されています。	その後、MAP は腐蝕性物質として腸組織に入り込み、症状

は生じません。	非常に激しい感情的ストレスが MAP を活性化し、それは腸組織で活性になりま

す。	体の反応は抗体を腸に送ることですが、それらは厚い組織を通過することができないので



腸自体を攻撃し、自己免疫疾患を引き起こします。	ラクダミルクの保護タンパク質は腸の組織

に入り込み、MAP を破壊し、免疫システムを回復させます[15]。	

	

3.6、	大腸がん	

ラクダミルク成分は結腸癌細胞の増殖を阻害します。	糖タンパク質であるラクトフェリンは鉄

との親和性が高く、鉄を細胞内に輸送することによって細胞増殖を助けます。	ラクトフェリン

は、乳児に抗菌作用を提供するなど、さまざまな生物学的作用を示すことが証明されています。	

それは細胞表面上の多糖類リガンドと相互作用し、そして Fas 経路のような細胞シグナル伝達

経路を活性化し得、アポトーシスを介した腫瘍増殖の阻害をもたらす。	ラクトフェリンは細胞

を貫通して転写因子として機能し、特定の DNA 配列の転写を活性化することもできます。	従っ

て、ラクトフェリンは腫瘍細胞増殖を阻止することにより腫瘍治療において潜在的可能性を有

する。	最近の研究では、ラクダミルクラクトフェリンが癌細胞の増殖を阻止する能力が調べら

れています。この研究では、高濃度（3〜5	mg	/	ml）のラクダミルクラクトフェリンが、HCT-116

結腸癌細胞の増殖を 56％も抑制することを報告しています。	対照的に、より低い濃度（≦1	mg	

/	ml）では細胞増殖の有意な阻害は見られなかった。	この研究は抗増殖メカニズムを決定しな

かったが、ラクダミルクラクトフェリンは、ＮＯ掃去、ＤＰＰＨアッセイ、ＦＲＡＰおよび全

抗酸化等価物アッセイにおいて有意な抗酸化活性を発揮することが示された。	さらに、ラクト

フェリンも DNA 損傷を抑制しました。	細胞の酸化還元状態および酸化ストレスは、アポトーシ

ス、DNA 損傷、および多種多様な慢性疾患を介した細胞死に関連しており、ラクダミルクラクト

フェリンにさらなる治療的可能性を提供している。[39]	

	

3.7、	肝炎と他の肝臓の問題	

肝炎は世界的な病気で、しばしばそれに対する予防接種が必要です。	科学的な出版物は、ラク

ダミルクが B 型肝炎と C 型肝炎の両方を治療することを示しました。ラクダミルクの特別な脂

肪も肝臓を落ち着かせます[40]。	それは慢性肝疾患患者に有益な作用を及ぼします[41]。	ラ

クダミルク中の比較的高濃度のアスコルビン酸が肝機能の改善に役立つ可能性があります[42]。	

	

3.8、	腫瘍	

ラクダミルクで治療できる腫瘍はたくさんあります。	その作用は、非常に活性な抗体が腫瘍に

結合し、健康な組織を傷つけずに腫瘍呼び出しを殺すという事実によるものです。	ヒト抗体は

これを行うには大きすぎる[15]	

	

3.9、下痢	



ロタウイルスが 5 歳未満の小児における下痢の最も一般的な原因であることに注意すべきです。

ラクダミルクは抗ロタウイルス抗体に富んでいるので、下痢は治まります。	

それは抗下痢作用/抗菌作用とロタウイルスに対する高力価の抗体を持ち、それらは免疫システ

ムに影響を与えます。牛乳では乳房炎の兆候である NaGase（N-アセチル B-グルコサミニダーゼ）

という酵素を生理学的に高濃度で含んでいるのは、人間とラクダの乳だけです。ラクダ免疫グ

ロブリンはヒトの 10 分の 1 のサイズであり、非常に強力です。乳中の活性物質の種類が知られ

ていないにもかかわらず、何百年もの間ラクダミルクが下痢の治療に使用されてきました[43]。

上記の利点以外にも、ラクダの牛乳を飲むことで治療できる多くの病気や病気があります。動

脈硬化症と骨粗鬆症の両方の管理にプラスの効果があります[44]。ラクダミルクはまた、ベド

ウィンと遊牧民による便秘、歯の問題、水痘および消化器系に関連する疾患の治療のために考

慮されています。結核[45]、喘息、貧血、杭[46]、肺[47]、肝疾患[41]にも効果があります。

それはまた肌を滑らかにしてしわを防ぐアルファヒドロキシ酸の天然源を含んでいます。ラク

ダミルクは、アンジオテンシン 1 変換酵素阻害活性、血糖降下作用、抗菌性を持っています[48]。

痩身効果があり[49]、飲酒時には健康的[50]	

	

結論	

ミルクは豊富に生産され、多くの栄養価を持っているので、自然は私たちに多くのものを与え

てくれました[51]。	ラクダミルクは人類に多くの利益をもたらします。	それは牛乳より少な

い短鎖脂肪酸を持っています。	免疫グロブリンが豊富で、人乳と同じく β ラクトグロブリン

を含んでいません。	ラクダは干ばつ条件下で乳酸を産むだけでなく、品質も人間のニーズに非

常に適しています[52]。	その健康上の利点のリストは無限大です。	間違いなくラクダミルク

は砂漠のホワイトゴールドです。	
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